
２００７年 望洋荘便り １７頁 

 

  
 

 

心
を
受
容
す
る
対
話 

 
 

 
 

 
 
 

 

社
会
福
祉
法
人
り
ん
さ
く
福
祉
会 

理
事
長 

 

須
田 
 

滉 

 
 

 

一
般
に
、
高
齢
者
は
孤
独
に
耐
え
て
も
、
孤
立
は
耐
え
に
く
い
、
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

一
人
で
い
る
の
は
さ
ほ
ど
淋
し
く
思
わ
な
い
の
に
、
大
勢
人
が
い
る
中
で
仲
間
は
ず
れ
に
さ
れ
た
り

無
視
さ
れ
た
り
す
る
の
は
、
た
ま
ら
な
く
辛
く
思
え
る
の
で
あ
り
ま
す
。
物
忘
れ
が
多
く
な
り
、
少
々

認
知
症
の
症
状
が
で
て
、
意
思
の
疎
通
が
妨
げ
ら
れ
る
と
、
孤
立
感
が
強
ま
っ
た
り
、
欲
求
不
満
を

生
じ
や
す
く
な
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
や
た
ら
に
食
べ
物
が
欲
し
く
な
っ
た
り
、
し
つ
こ
く
話

し
か
け
た
り
、
徘
徊
し
た
り
し
ま
す
。
人
騒
が
せ
な
問
題
行
動
を
心
な
ら
ず
も
し
て
し
ま
う
こ
と
も

あ
る
の
で
す
。
こ
れ
を
抑
止
し
た
り
、
し
な
い
よ
う
に
説
得
し
て
も
、
心
の
底
に
不
満
や
不
安
が
あ

る
限
り
止
ま
な
い
の
で
す
。
ま
ず
、
心
を
満
た
す
対
話
を
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
。 

 

心
の
触
れ
合
い
を
も
つ
に
は
、
相
手
が
言
っ
た
言
葉
を
山
び
こ
の
よ
う
に
復
唱
す
る
「
山
び
こ
式

対
話
法
」
を
す
す
め
る
の
が
よ
い
方
法
で
す
。
こ
れ
は
、
認
知
症
の
方
だ
け
で
な
く
、
ど
ん
な
人
に

も
活
用
で
き
ま
す
。
山
び
こ
対
話
は
、
情
報
を
確
認
す
る
の
に
も
役
立
ち
ま
す
が
、
何
よ
り
も
相
手

の
言
葉
を
復
唱
す
る
こ
と
で
相
手
の
感
情
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
人
は
自
分
の
気
持
ち
を
受
容
し
て

く
れ
る
人
に
自
分
を
語
ろ
う
と
す
る
の
で
、
情
報
も
得
や
す
く
な
り
ま
す
し
、
信
頼
関
係
も
深
ま
っ

て
い
き
ま
す
。
こ
ち
ら
が
受
身
で
聞
く
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
感
情
を
受
容
し
つ
つ
、
や
さ
し
く

質
問
し
聞
こ
う
と
す
る
態
度
が
大
切
で
す
。 

 

認
知
症
の
方
は
、
こ
ち
ら
の
質
問
に
ま
と
も
に
答
え
て
も
ら
え
な
い
こ
と
も
多
く
、
情
報
は
得
に

く
い
の
で
す
が
、
感
情
の
交
流
は
、
相
手
の
言
葉
を
復
唱
す
る
こ
と
で
か
な
り
進
み
ま
す
。
知
的
機

能
は
低
下
し
て
も
感
情
の
働
き
は
よ
く
残
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
相
手
を
尊
重
す
る
態
度
で
対
話
す

れ
ば
、
内
容
は
通
じ
な
く
て
も
緊
張
感
や
不
安
感
を
や
わ
ら
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で

す
。 

 

認
知
症
が
進
む
と
、
情
緒
が
不
安
定
と
な
っ
た
り
自
己
防
衛
的
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

医
療
で
の
診
察
時
や
、
福
祉
施
設
で
の
介
護
時
に
は
、
お
ど
お
ど
し
た
り
、
「
わ
た
し

は
ど
こ
も
悪
く
な
い
」
と
言
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
も
、
「
そ
う
、
ど
こ
も
悪

く
な
い
ん
で
す
か
」
と
、
微
笑
み
な
が
ら
肌
に
ふ
れ
て
い
く
。
心
が
か
よ
え
ば
、
診
察

や
介
護
に
も
よ
く
応
じ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
望
洋
荘
」
の
全
て
の
職
員
は

ど
の
職
場
で
あ
れ
、
入
所
様
に
優
し
い
言
葉
と
温
か
い
手
の
触
れ
合
い
を
し
て
あ
げ
て

下
さ
い
。 
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５月 8 日（火）連休明け、春の陽気に恵まれ気持ちの良い日でした。職
員が裏山から「ヤマブキ」を収穫し、入居者の皆様に御協力いただき調理
する事に致しました。手を真っ黒にしながら、楽しそうに皮むきをしてい
るところです。こんなに沢山採って来たのに、あっという間に皮をむいて
しまい「もっと採って来なさいよ」と言われる始末、再度裏山に収穫に行
く事になりました。皮をむいたフキは「煮物」にして美味しく頂きました。 
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五
月
四
日
（
金
）
豊
間
子
供
会
の
皆
さ
ん
が
「
子
供
み
こ
し
」

を
担
い
で
や
っ
て
来
ま
し
た
。
子
供
み
こ
し
も
今
年
で
三
回
目

を
迎
え
、
毎
年
元
気
な
子
供
達
に
合
え
る
と
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
ま
で
は
、
施
設
の
中
で
子
供
み
こ
し
を
担
い
で
頂

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
正
面
玄
関
前
の
青
空
の
下
で
、
威
勢
の

良
い
掛
け
声
と
活
気
あ
ふ
れ
る
若
い
力
に
、
入
居
者
様
も
元
気

付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
入
居
者
全
員
へ
心
温
ま
る
プ
レ

ゼ
ン
ト
ま
で
戴
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
機
会
が
あ
れ

ば
い
つ
で
も
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

                   

   

五
月
十
三
日
（
日
）
の
母
の
日
に
午
前
と
午
後
に
分
け
て
、

全
ユ
ニ
ッ
ト
で
母
の
日
を
祝
う
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
各
ユ

ニ
ッ
ト
の
代
表
者
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
鉢
植
え
の
贈
呈
あ
り
、

入
居
者
様
全
員
に
、
そ
れ
ぞ
れ
職
員
手
作
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
入
居
者
様
か
ら
「
あ
り
が
と
う
、
う
れ
し
い

ね
」
と
大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。
余
興
と
し
て
は
、
職
員
に
よ
る

ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
等
も
あ
り
、
大
い
に
楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
に
入
居
者
様
か
ら
今
日
の
お
礼
に
と
歌
を
披
露
す
る
と

い
う
場
面
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

                   

   

五
月
二
三
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
豊
間
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居

者
様
７
名
で
「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
絶
好
の
見
学
日
和
で
し
た
。
い
ろ
ん

な
花
を
眺
め
、
春
の
季
節
を
感
じ
て
頂
い
た
と
思
い
ま
す
。「
元

気
な
頃
は
よ
く
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
に
来
た
ん
だ
よ
」
と
懐
か

し
が
る
方
も
居
ら
れ
ま
し
た
。
帰
り
に
は
「
塩
屋
崎
灯
台
」
に

立
寄
り
、
美
空
ひ
ば
り
記
念
碑
の
前
で
海
を
見
な
が
ら
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
来
ま
し
た
。
と
て
も
充
実
し
た
一
日
で
し

た
。 

                  

「
子
供
み
こ
し
」
豊
間
子
供
会 

「
フ
ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
」
豊
間 

「
母
の
日
を
祝
う
会
」 



入船亭 扇遊 師匠  
（第１回いわき寄席 H元.8.23）  

山ひとつ 
もう ひとつ越え 

夏の雨  

入船亭 扇遊 師匠  
（第１回いわき寄席 H元.8.23）  

青春の 
色に 吹かれて 

野菊かな 

春風亭 一朝 師匠  
（第 10 回いわき寄席 H3.2.19）  

笑わせる 
までに噺家 

さんざ泣き  

橘家 雷蔵 師匠  
（第 78 回いわき寄席 H15.1.22）   

笑いは 
こころの 

びたみん  

橘家 雷蔵 師匠  
（第 78 回いわき寄席 H15.1.22）  

同じ聞くなら 
笑わにゃ 

そんそん  

橘家 雷蔵 師匠  
（第 78 回いわき寄席 H15.1.22）  

笑いと 
扇子の 

末広がり  
 

橘家 雷蔵 師匠  
（第 78 回いわき寄席 H15.1.22）  

人生 あうん 
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「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
直
筆
の
色
紙
を
紹
介
致
し
ま
す
。 

入
船
亭 
扇
遊
師
匠
の
作
品
で
す
。 

 

○
第 

一 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
元
年
八
月
二
三
日 

○
第
八
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
九
月
二
十
日 

 
 

（
演
目
）
浮
世
床
、
子
ほ
め
、
ら
く
だ 

 
 

（
演
目
）
お
菊
の
皿
、
天
狗
裁
き
、
明
け
烏 

                   

春
風
亭 

一
朝
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第 

十 

回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
三
年
二
月
十
九
日 

○
第
三
十
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
六
年
八
月
二
三
日 

○
第
七
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
四
年
一
月
二
四
日 

 
 

（
演
目
）
妾
馬
、
二
番
煎
じ 

 
 

（
演
目
）
宗
論
、
天
災 

（
演
目
）
幣
間
腹
、
芝
居
の
喧
嘩
、
片
棒 

         
橘
家 

雷
蔵
師
匠
の
作
品
で
す
。 

○
第
七
八
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
五
年
一
月
二
二
日 

○
第
九
二
回
記
念
い
わ
き
寄
席 

平
成
十
七
年
五
月
二
三
日 

 
 

（
演
目
）
町
内
の
若
い
衆
、
う
ど
ん
屋
、
五
人
廻
し 

 
 

（
演
目
）
ち
り
と
て
ち
ん
、
宿
屋
の
富
、
試
し
酒 

        

                            

「
い
わ
き
寄
席
」
出
演
者
の
色
紙
集
か
ら
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五
月
二
五
日
（
金
）
午
後
か
ら
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト
の
入
居
者
様

五
名
で
中
央
台
に
あ
る
「
暮
ら
し
の
伝
承
郷
」
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
為
、
館
内
で
「
じ
ゃ
ん

が
ら
」
や
「
獅
子
舞
」
の
映
像
を
み
た
り
、
い
わ
き
市
の
風
習

や
昔
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
の
展
示
物
を
見
学
し
ま
し
た
。「
昔
は

こ
う
だ
っ
た
な
」・「
う
ち
に
も
じ
ゃ
ん
が
ら
来
た
ん
だ
よ
」
な
ど

入
居
者
様
も
昔
を
思
い
出
し
懐
か
し
が
っ
て
お
り
ま
し
た
。
次

回
は
天
気
の
良
い
日
に
行
っ
て
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
物
を
見
学

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

                  

  
 

六
月
六
日
（
水
）
午
前
九
時
三
〇
分
～
十
一
時
四
五
分 

 
 

勿
来
ユ
ニ
ッ
ト
「
買
い
物
と
ド
ラ
イ
ブ
」 

 

六
月
十
日
（
日
）
午
前
の
部
十
時
～ 

午
後
の
部
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
施
設
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
」 

 

六
月
十
三
日
（
水
）
午
前
十
時
～ 

 
 

薄
磯
ユ
ニ
ッ
ト
「
買
い
物
・
外
食
ツ
ア
ー
」 

 

六
月
十
七
日
（
日
）
午
前
十
時
～ 

全
ユ
ニ
ッ
ト
「
父
の
日
を
祝
う
会
」 

 

六
月
二
八
日
（
木
）
午
前
十
時
～
午
前
十
一
時 

 
 
 
 
 
 
 

正
面
玄
関
ホ
ー
ル
・
塩
屋
岬
広
場 

「
キ
ャ
プ
テ
ン
船
水
」
ハ
ー
モ
ニ
カ
演
奏 

 

【
六
月
の
お
誕
生
会
予
定
】 

六
月
八
日
（
金
）
午
前
十
時
～ 

 
 

薄
磯 

佐
藤
ケ
サ
ヨ
様
（
九
四
歳
）
誕
生
会 

六
月
二
一
日
（
木
）
午
後
三
時
～ 

 
 

勿
来 

有
田
志
ゆ
う
様
（
八
六
歳
）
誕
生
会 

 

六
月
二
四
日
（
日
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 

薄
磯 

稲
村 

マ
サ
様
（
九
五
歳
）
誕
生
会 

六
月
二
五
日
（
水
）
午
後
二
時
三
〇
分
～ 

 
 
 

薄
磯 

斉
藤 

祥
子
様
（
七
五
歳
）
誕
生
会 

六
月
二
五
日
（
月
）
午
前
十
時
～ 

 
 
 

四
倉 

大
橋
マ
キ
ヰ
様
（
八
六
歳
）
誕
生
会 

六
月
三
十
日
（
土
）
午
前
十
時
～ 

 
 

勿
来 

國
分 

桂
子
様
（
七
九
歳
）
誕
生
会 

 

   

毎
年
こ
の
時
期
に
医
療
受
給
者
証
の
見
直
し
が
ご
ざ
い
ま

す
。
前
年
度
の
世
帯
所
得
の
変
動
よ
り
、
医
療
費
の
負
担
割

合
が
変
わ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
も
し
、
医
療
費
の
負
担
割

合
が
変
更
に
な
っ
た
場
合
、
医
療
受
給
者
証
を
必
ず
施
設
へ

お
持
ち
頂
き
ま
す
様
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

重
度
心
身
障
害
者
（
一
級
か
ら
二
級
）
の
認
定
を
お
持
ち

の
方
に
つ
い
て
も
毎
年
六
月
に
新
し
い
「
重
度
心
身
障
害
者

医
療
費
受
給
者
証
」
が
ご
自
宅
に
送
付
さ
れ
て
来
ま
す
。
ご

自
宅
に
届
き
ま
し
た
ら
、
施
設
へ
お
持
ち
頂
き
ま
す
様
、
併

せ
て
お
願
い
致
し
ま
す
。 

                

「
暮
ら
し
の
伝
承
郷
」
永
崎
ユ
ニ
ッ
ト 

編
集
後
記 

『
望 

洋 

荘
』
便
り 

平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日
発
行 

発
行
所 

い
わ
き
市 平

豊
間
字
合
磯
三
十
九
番
地 

 
 

  

社
会
福
祉
法
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り
ん
さ
く
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祉
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介
護
老
人
福
祉
施
設 

望
洋
荘 
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六
月
の
行
事
予
定 

今
月
の
言
葉
そ
の

（
倫
理
研
究
所
編
標
語
集
か
ら
） 

｢

医
療
受
給
者
証｣

に
つ
い
て
の
お
願
い 


